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要旨　保育所代表者２５７人を対象に ，保育所における母乳育児支援の現状について調査し ，以下のこと

が明らかになった

１． ９４％の保育所が，保育所での母乳育児支援に肯定的であった

２． 保育所代表者の７７％が母乳育児支援を経験していた

３． 母乳育児支援に否定的であ った保育所の主な理由は授乳室および冷凍庫等の設備の不備，母乳の取り扱

　いに白信がない，母乳を与えることにより乳児が保育園の生活リズムに慣れない等であ った

４． 母乳育児支援に関する研修会等に参加した保育士は少なか ったが（１２％） ，７３％はそれらへの参加を希

　望していた

　出産後早期に仕事復帰する母親の母乳育児継続二一ズに対応するためには，従来の指導や援助に加えて
，

乳児保育を担当する保育所と出産施設との連携が必要である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大学医学部保健学科紀要１６（１） ：７９ －８３ ．２００３

Ｋｅｙ　Ｗｏｒｄｓ 母乳育児支援、保育所、乳児

Ｉ　緒　　言

　母乳栄養は母乳成分の栄養学的，免疫学的側面のみな

らず，授乳行動に伴う発達心理的側面からもその重要性

が指摘されているＮｉ したがって母乳栄養が可能とな

るような指導や支援が最も大切である ．わが国の母乳栄

養の割合は昭和４０年代の半ばまで減少を続けたが，その

後の母乳推進運動により漸増傾向に転じている ．しかし

乳幼児身体発育調査報告によると ，平成１２年度の１か月

時の母乳栄養率は４４．８％であ ったが，３か月時の母乳栄

養率は３９．４％と低下しており ，月数が増すにつれて母乳

栄養の割合は減少している
ヨコ

この背景には，出産施設

から退院後地域での母乳育児継続システムの不整備があ

る．

　一一・方 ，最近の保育所入所児童の状況を見ると ，出生数

の減少に伴い入所児童数全体は減少しているが，０歳児

の入所の割合が徐々に増加している ガ． このことは母親

が産休明けの早い段階に乳児を保育所に預けて就労を継

続するケースが増加していることを反映している ．した

がって ，仕事への復帰を契機に母乳育児を断念する母親

が多い現状には，保育所の存在が大きく影響している可

能性がある 、しかし ，保育所での乳児保育の現状，とり

わけ母乳育児支援についての情報はほとんどない

　我々は，子どもを出産した後も就労を継続する母親へ

の母乳育児支援システムを確立するための予備的研究と

して ，長崎県内の公立 ・私立認可保育園４４９施設の代表

者を対象に保育所での母乳育児支援の現状についての実

態調査を行い若干の知見を得たので報告する

皿　対象および方法

　長崎県内の公立 ・私立認可保育所４４９施設の代表者４４９

人を調査の対象とした ．調査は無記名自記式質問紙を用

いて２００２年５月～６月に郵送法で行 った ．調査の内容は

保育所での母乳育児支援の有無，母乳育児を希望する母

親への対応及び母乳育児支援の方針等である

　対象者には質問紙とともに研究の主旨および守秘義務

等の倫理的配慮を明記した書類を同封し ，研究への協力

を依頼した 、有効回答数（率）は２５７（５７．２％）であ った

皿　結　　果

１． 対象及び保育所の属性

　対象である保育所代表者の属性を表１に示す ．４０代が

７２人 ，５０代が１０！人であり ，４０代及び５０代で全体の６７％

を占めていた ．性別は女性２１３人（８３％）で ，保育所代

表者のほとんどが女性であ った ．職種は保育土が１４４人

（５６％）と最も多く ，続いて事務職，僧侶であ った ．保

育所での実務経験年数は１０年以上の経験者が２１６人で
，

全体の８４％を占めていた ．次いで５～１０年未満２４人（９

％）であ った

　施設の属性を表２に示す．保育所入所児童の総数は５１

～１００人の施設が１４４と最も多く全体の５６％を占めていた
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０歳児の入所では乳児数５人未満と答えた保育所が最も

多く（１１３；４４％） ，次いで６～１０人が９７（３８％）であ った

また，Ｏ歳児の入所がない保育所は２５（１０％）であった

　　　　　　表１ ．保育所代表者の属性

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ＝２５７

可　　　　２０代

　　　　　３０代

　　　　　４０代

　　　　　５０代

　　　　　６０代

　　　　　７０代

　　　　　不明

　性別　　　男性
　　　　　　　　女性

　　　　　　　　不明
　職種　　　保育土
　　　　　　　　その他

　　　　　　　　不明
経験年数　　１年未満
　　　　　　１～３年未満

　　　　　　３～５年未満
　　　　　　５～１０年未満

　　　　　　　１０年以上

　　　　　　　　不明

人
　３（１）

２９（１１）

７２（２８）

１０１（３９）

４１（１６）

　９（４）

　２（１）

表２ ．施設の属性

３９（１５）

２１３（８３）

　５（２）

１４４（５８）

１０４（４２）

　９（４０）

　３（１）

　６（２）

　５（２）

２４（９）

２１６（８５）

　３（１）

（）内は％

○歳児保育所児童数

　　　　　　　ｎ＝２５７

　　　　　　　　　人
１０人　’　　　　１（１）

１０～５０人　　　６２（２３）

５１～１００人　　１４４（５６）

１０１人以上　　　４９（１９）

　不明　　　　１（１）
　　なし
　５人未満
６～１０人未満

１１～２０人未満

　２１人以上

総保育士数　　　５人未満
　　　　　　　　　　６～１０人

　　　　　　　　　　１１～２０人

　　　　　　　　　　２１～３０人

　　　　　　　　　　３０人以上

　　　　　　　　　　　不明
○歳児担当保育士数　　　なし

　１人

　２人

　３人

　４人

　５人

６～１０人

不明

２５（１０）

１１３（４４）

９７（３８）

１８（７）

　４（２）

２９（１１）

６４（２５）

１３６（５３）

２１（８）

　６（２）

　１（１）

２６（１０）

４１（１６）

８１（３２）

５６（２１）

２６（１０）

　９（４）

１６（６）

２（１）

（）内は％

直子　他

２． 母乳育児に対する保育所の方針

　母乳育児継続を希望する母親に対して積極的に母乳育

児を支援していると答えた保育所は７６（３０％）であった

また ，積極的に母乳育児を支援してはいないが希望があ

れば応じると答えた保育所が１６５（６４％）であ った ．一
方， 母乳育児支援に消極的な保育所は１０（４％）で，そ

の理由として母乳育児継続に対する二一ズがない，冷凍

母乳を扱うための設備が不十分，母親が授乳するための

スペースを確保できない，人手不足，冷凍母乳の取り扱

いに自信がない，母乳育児は乳児の保育園での生活リズ

ムの確立を阻害する ，保育園にいる間はミルクでよい等

が挙げられていた

希望により

　応じる

　６４％

母乳育児を
勧める（保
育所（園）で

　推進）
　　３０％

図１ ．母乳育児に対する保育所の方針

３。 母乳育児についての相談および支援の現状

　これまでに母親から母乳育児を継続したいとの相談を

受けたことがあると答えた人は１７３人（６７．３％）であっ

た。 相談を受けた回数は年に１～２回が１２０人（７１％）

で最も多く ，次いで年に３～６回が２０人（１１％） ，年７

回以上が４人（２％） ，数年～数十年間にユ度が１４人

（８％）であった ．相談の方法は直接会 って相談を受け

た人が１６７人 ，電話での相談が２４人，手紙や電子メール

での相談が２人であった ．また ，これまでに母乳育児支

援を実施したことがある人は１９７人（７７％）であり ，そ

の内容は母乳を飲ませにくる母親との関わりを持 った

（１６５人） ，冷凍母乳を取り扱 った（１１６人） ，搾 った母乳

を取り扱った（２９人）等であ った

４． 母乳育児に対する保育所の今後の対応について

　現在，母乳育児を積極的に支援している７６保育所以外

の１８１保育所に ，今後母乳育児希望の保護者が増えた場

合の保育所の対応について尋ねた結果，母乳育児支援に

前向きであったのは９８（５４．１％）であ った ．一方 ，８３

（４５．９％）保育所は母乳育児支援に消極的であ った ．そ

の理由は冷凍母乳を扱うための設備が不十分２１，過去に

そういった要望がなか った１２，授乳するためのスペース
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保育所における母乳育児支援の現状

がない１０，冷凍母乳の取り扱いに自信がない１０，乳児白

身が保育所での生活リズムに慣れないことが予想される

５， 保育所にいる間はミルクでよいと思う５ ，人手不足

４， 他の乳幼児が焼きもちを焼くなど保育所全体のリズ

ムが乱れる３ ，などであった

５． 母乳育児情報に対する二一ズ
　２４１（９３．８％）の保育所が保育に関するカンファラン

スや勉強会を実施していたが，母乳育児を話題として耳

にするが１００（３９％）と少なか った ．また ，２～３年以

内に母乳育児に関する研修会等に参加した保育士のいる

施設も３１（１２％）　と少なか った ．しかし ，今後母乳育

児に関する研修会等への参加を希望する保育所は１８７

（７３％）と多く ，保育所での母乳育児情報に対する二一

ズは高くなっていた

表３ ．保育所で働く人々の母乳育児への関心

　　　　　　　　　　　　　　　 ｎ＝２５７

人

話題性
耳に　る　　　１００（３９）

耳にしない　　１３０（５０）

　不明　　　　２７（１１）

勉強会の参加経験
あり　　　　３１（１２）

なし　　　　２１７（８４）

不明　　　　９（４）

勉強会への参加希望

あり　　　　１８７（７３）

なし　　　　２９（１１）

その他　　　２６（１０）

　・日　　　　　１５　６

　　　　　　（）内は％

ｗ　考　　察

１． 保育所における０歳児の受入れについて

　総務省統計局統計センター「平成１２年２月労働力調査

特別調査」２００１によると ，３歳未満児をもつ母親の就労

割合は９５万人である
５コ

このような現状を反映して ，今

日の保育所では乳児保育は通常の保育となっている ．保

育所での０歳児の保育は１９７０年代前後から進められ，Ｏ

歳児の入所児童数に占める割合は３％程度で推移してき

たが，近年徐々に増加してきている
４’

　今回の調査ではＯ歳児の入所がない保育所はわずか１

割であった ．また ，６～１０人の０歳児が常時入所してい

る保育所が９７（３７．７％）もあ った ．今回の調査ではＯ歳

児入所数の実数を把握することはできなかったが，これ

らの結果は ，長崎県内においても０歳児の保育所への入

所が増加してきていることを示唆していると思われる

２． 保育所における母乳育児支援の現状

　母親が母乳育児を諦める要因の一つに乳児の保育所入

所があげられている ．母親が乳児を保育所に預け就労し

ながら母乳育児を継続するためには母親側の努力 ，職場

や家族の理解および協力だけでなく保育所側の母乳育児

支援が不可欠である ．今回の調査では母乳育児支援に消

極的な保育所はわずか４％であり ，ほとんどの保育所が

母乳育児を肯定的に受け止めていた ．また ，７３％の保育

所が母乳育児に関する研修会への参加を希望しており
，

母乳育児に対する関心は非常に高いものであ った ．これ

らの結果は ，保育所が母親の母乳育児の二一ズに積極的

に応える態勢にあることを示している ．現在長崎県では
，

乳児保育促進等事業として ，乳児受入促進の効率的，重

点的な実施を図る観点から ，乳児保育のための保育士を

安定的に確保するとともに ，乳児受入のための環境整備

が図られている
コｉ＝

９４％の保育所が母乳育児を肯定的に

受け止めていること ，あるいは７３％の保育所が母乳育児

に関する研修会への参加を希望しているという結果は
，

これらの乳児保育促進事業の成果が反映されていると推

察される ．しかし ，今回同答の得られなか った残り１９２

保育所が，母乳育児を否定的に受け止めている可能性も

あることから ，これについてはさらに検討を加える必要

がある

　一方，母乳育児に否定的な理由の一つは母乳保育を行

うための設備不備であったが，乳児保育促進等事業の乳

児保育環境改善事業等を活用することによってある程度

解決できるのではないかと思われる

　母乳育児の相談を受けたことのある保育所は１７３
（６７．３％）あったが，相談の平均回数は年にユー２回と

低く ，相談率としては極めて低いものであった ．鳥越

ら７１ の調査でも保育所への母乳育児相談頻度は低くなっ

ており ，その主な理由としては保育所に関する情報が少

なく ，母乳育児継続の相談をする前に諦めてしまったと

いうものであ った ．したがって本調査においても母親側

に保育所の母乳育児支援の現状に関する情報が伝達され

ていない可能一性が高い

　現在，保育所から出産施設へ情報の提供を受ける機会

は少ない ．したがって保育所の情報は出産施設に伝達さ

れず，出産施設は出産した母親たちに保育所での母乳育

児支援の情報を与えられずにいる ．子どもを出産した後

も就労を継続する母親の母乳育児を支援するためには
，

出産施設と保育所がお互いに情報を提供しあい，情報を

共有しながら ，母乳育児支援のネ ットワークの…員とし

ての意識をもち ，連携していくことが必要と思われる
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l Nagasaki Medical Association Nursing School 

2 Matsumoto Obstetrics-and-Gynecology Clinic 
3 Department of Nursing, Nagasaki University School of Health Sciences 

4 Safety and Hygiene Section, Mitsubishi Heavy Industries. Ltd. 

Abstract The present situation of breastfeeding support in 257 nurseries in Nagasaki prefecture 

was studied. We interviewed the representatives of each nursery. Most representatives were female 

(83%) and in their 50s or 60s (67%) . The following results were obtained_ 

l . Most nurseries (94%) were ready to accept breast-fed children. 

2 . Actually', 77% of the nurseries had experienced breastfeeding support. 

3 . The foll,owing reasons were mentioned for rejecting breastfeeding support. 

l ) insuffiLcient facilities: Iack of a freezer and a breast-feeding room 

2 ) insufficient training and experiences of staff for handling frozen breast milk. 

3 ) breast-fed babies had different daily rhythms from other babies, which made baby care more 

dif f icult. 

Only 12% of staff in nurseries had participated in training seminars of breastfeeding support, 

although many staff wanted to participate in them. Continuous services and support from delivery 

facilities to nurseries are important to encourage long-term breast-feeding among mothers who 

want to resume their work after delivery. Collaboration between midwives and nursery staff 

should be encouraged 
Bull. Nagasaki Univ. Sch. Health Sci. 16(1): 79-83, 2003 
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